




















103根釧地方火山灰地における牧草地土戚の理化学的特性とその施IJE法に関する試験� 

l番草刈り取り後の鱗茎と新芽

第� 4図� 窒素施用fEの鱗茎収到;に及ぼす影響� 少で、あったので，窒素含有率の推移のみを第12去

に掲げた。この表には同時に澱粉含有率の推移を
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もノ'j'したが， 鱗茎が茎葉にくらべとくに澱粉含量

f
 

の高いことを示すために茎葉の澱粉含有率をもあ

わせ尚げたしこの表で鱗茎の窒素含有率が穂苧期

ころ(6月24日) より著しく低下したが� これは鱗3

茎が肥大して炭水化物の貯蔵量が最高に達した時

期にあたっていた。 また窒素肥料を増施すると 鱗

茎の窒素含有率も上昇したが， 反対に澱粉含有率
・，N1.88kg2番h
N7.5kg の低下する場合が多かった。(このような関係は馬鈴司 四 十� 
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諮塊茎中の澱粉含有率についてもしばしば認められる。)

2歩、 e5 前述のように穂苧期において鱗茎重孟ならびに
日� 日

その中の貯蔵物質が最高に達 し，以後かえって消
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の回復が早いようで、あった。
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鱗茎では貯蔵物質としての炭水化物含量が高く

澱
粉
含
量

なるので， 窒素，燐酸，加里含有率は茎業の場合の

ほぼ半分の価を示 していた。 このう ち燐酸と加里

については施用量の多少による含有率の変動が僅� 

第� 12表� 
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耗される傾向のあることから，メIJり取り後再生を

最も迅速にするためにはこれまで刈り取 り適期と

されていた開花盛期より も，むしろ鱗茎の最も充

実する時期，すなわち穂、字期の方が，その目的に

かなうであろうと推定された。
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